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社会福祉連携推進法⼈ きょうと福祉キャリアサポート
収益規模︓100万円（令和5年度）
従業者数︓3名（兼務）

１．法⼈概要

収益規模（R5）所在地（本部）社員法⼈
26億円京都府京丹後市みねやま福祉会
5億円京都府京都市京都府社会福祉事業団
12億円京都府宇治市宇治福祉園
9億円京都府⼋幡市秀孝会
6億円京都府向⽇市向陽福祉会
3億円京都府宇治市⼭城福祉会
45億円京都府城陽市南⼭城学園



3

理念・運営⽅針
○社会福祉連携推進業務を通じて、地域住⺠に
安⼼、安全かつ質の⾼い福祉サービスの提供
を⽬指す。

○福祉⼈材の育成・確保、定着を⽬指す。
○地域ニーズの変化を踏まえ、地域における福祉
サービスを維持・確保していくため、効率的
かつ透明性の⾼い経営の確保を⽬指す。

１．法⼈概要
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○設⽴以前から法⼈間で⼈材確保等において連携

○社会福祉法⼈の果たすべき役割
○京都府経営協に所属する法⼈のベンチマーク
○各法⼈の独⾃性や⻑所を維持
○連携を公的な位置づけとして強化、
社会福祉に対する地域理解の更なる促進

２．設⽴経緯
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①⼈材確保等業務
合同就職イベント等の開催
社員法⼈間の⼈事交流

②地域福祉⽀援業務
地域福祉に関する合同研修の実施
公益的取組の合同企画・実施（予定）

３．業務の取組状況
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社員7法⼈全てが、京都府の「きょうと福祉
⼈材育成認証制度」の認証もしくは上位認証を
受けている。
⼈材確保や育成等に関して、府内でも⾼いノ

ウハウを保持していることを活かし、⼈材確保
等業務を中⼼に取り組んでいる。

３ー①．⼈材確保等業務
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３ー①．⼈材確保等業務
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合同イベント「フクシロフェア」を開催。
2024年3⽉13⽇ 参加学⽣17名
2024年7⽉ 7⽇ 参加学⽣14名
2025年2⽉21⽇ 開催予定

３ー①．⼈材確保等業務
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合同研修の実施
7法⼈より67名参加
スタートアップ企画
として、
福祉の役割を考え、
公益的取り組みの
合同企画・実施へ。

３ー②．地域福祉⽀援業務
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公益的取り組みの合同企画・実施（予定）

○南⼭城学園が実施する「こども⾷堂」に
他社員法⼈の職員が参加

○新規取組の合同企画・実施 など

３ー②．地域福祉⽀援業務
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地域における公益的な取組と⼈材確保

公益的な取組の記載状況による新卒採用実績の差

介護 保育 障害 全体

記載あり 記載なし

出典：福祉医療機構「2018年度社会福祉法人の経営状況について」（2020年2月）
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地公取や新たな社会課題に関する卒論テーマの割合

社会福祉法⼈南⼭城学園
福祉系⼤学新卒者の卒論テーマ
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【新たな社会課題に関するテーマ】

こども⾷堂、SDGｓ、⽣活困窮者⽀援、
居場所づくり、地域コミュニティ 等
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地域における公益的な取組と⼈材定着

出典：日本総合研究所「介護人材の定着促進がもたらす様々な効果分析等に関する調査研究報告書」
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○社員法⼈間での知⾒の共有
⼈材確保・定着のノウハウの共有、底上げ

○社会福祉に対する地域理解の促進
単独では出来なかった取組も実施でき、
地域住⺠が社会福祉法⼈を知る機会が増える

４．取組の効果
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地域共⽣社会の実現に向けて
地域

共⽣社会の実現

社会福祉法⼈が
主導的な役割

⾃⽴的法⼈経営の確⽴
地公取の⼀層の推進

連携推進法⼈による⼀層の取組の推進



ご清聴ありがとうございました。

社会福祉連携推進法⼈ きょうと福祉キャリアサポート


